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1．はじめに
国 際 収 支 統 計（Balance of Payments: BOP）





















国際通貨基金（International Monetary Fund: 
IMF）は，加盟国に BOP，IIP の定期的な報告を









た。 現 行 版 は 2009 年 に 公 表 さ れ た 第 6 版
（International Monetary Fund ［2009］）である 2）。
IMF は，2015 年に統計局長の諮問機関である
IMF 国際収支委員会（the Committee on Balance 










たうえで，2018 年度 3）までの BOPCOM での議論
を整理し，BPM6 改訂プロジェクトの概要を紹介
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1992 年に上述の BOPCOM が創設されたことを
受け，それ以降の BPM 改訂の議論は BOPCOM
の場を中心に行われている。




と 等 を 主 目 的 と し て い る（BPM6 paragraph 
1.2） 4）。
既に述べたとおり，BPM は 1948 年に第 1 版
が公表されて以来，金融・経済情勢の変化や統計
ユーザーのニーズを反映するために改訂されてき
た。とくに 1961 年に公表された BPM3 以降は，















第 2版（BPM2） 1950 ・BPM1 をベースに BOPの概念に関する説明を拡充。




















＊ BPM6 Chapter 1. C. History of the Manual に基づき筆者作成。
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International Monetary Fund ［2015a］ に よ




tated outline: AO） 5）の作成，④技術的論点を検
討 す る 専 門 家 会 合（Technical Expert Group: 
TEG）の設立，⑤国民経済計算体系（2008SNA）
を 始 め と す る 対 外 セ ク タ ー 統 計（External 
Sector Statistics: ESS） 6）に関連の深いマクロ経
済統計関係者との調整，といったプロセスを提案
した。







2018 年の BOPCOM に提示することとされてい
る。新 BPM 7）の完成・公表は 2025 年とされた。
IMF の提案を受け，BOPCOM において対応が
























IMF は，2015 年の BOPCOM での合意を受け
て IMF 統計局内の関係者および BOPCOM メン
バーを始めとする主要国，国際機関の統計専門家
と議論のうえ，58 項目から成る research agen-
da を作成。2016 年の BOPCOM 会合に提出した
（International Monetary Fund ［2016a］）。
前年の BOPCOM での合意を踏まえ，research 
agenda では，① BPM6 の枠内で対処すべき事項
（BPM6 記述の明確化（clarification），解釈（in-
図表 2　IMF が提示した BPM6 改訂のスケジュール案＊
主要な対応事項 タイムフレーム
検討事項の洗い出し・リスト化（research	agenda）
BPM6 改訂プロジェクトの内容・対応範囲の確定 2016年～ 2017年
AOの作成・対外公表 2017年～ 2018年
Research	agenda にリスト・アップされた論点の検討 2016年～ 2020年
新 BPMのドラフト初稿完成・対外公表
　―広くコメントを収集し，ドラフトに反映 2021年
新 BPMの確定 2024 年末まで
新 BPMの公表 2025年















































































2016 年以降，research agenda に沿って IMF
スタッフおよび BOPCOM メンバーによる検討が





2019 年 3 月現在，BPM6 体系下で対応すべき
32 項目のうち，8 項目について検討を終え，結果
を 取 り ま と め た Clarification Notes が IMF の
website で公表されている（図表 4）。
2019 年 に 答 え を 出 す べ き 課 題（ い ず れ も
BPM6 の体系内で対応）としては，10 課題が選
定されており，このうち，① ESS における非公式






















残 存 期 間






・	Paragraph	 5.104 は，	 “the	 f inal	
contractually	scheduled	payment”
を基準とすべきと規定する一方，
























































経済の計測（measurement of informal econo-
my in ESS），②グローバル・バリュー・チェーン：
経常取引における多国籍企業の役割の特定（glob-
al value chain: identify the role of multina-
tional enterprises in current account transac-
tions）の二課題について高い優先度を付けてい






























































































行っている。なお，FOB は，Free on Board，
CIF は，Cost, Insurance and Freight の 略 で
ある。
































・財貨の価額評価方式の変更（現行の FOB基準から invoice ベースに変更）。












































準 と す る 国 際 財 務 報 告 基 準（International 





































IMF が 2018 年 10 月の BOPCOM で提示した




2 月の AO 公表後，5 年弱で BPM6 を公表している。
したがって，改訂の規模次第の面もあるが，2020
年前半までに次期 BPM の AO を公表出来れば，








Research agenda では，BPM6 改訂で対応す
る個別の検討事項をリスト・アップしたに過ぎず，
次期マニュアルの下で，BOP，IIP 等の ESS がど
ういった体系を目指しているのかは明らかでな
い。







































































































1）IMF 協定第 8 条，Section 5（vi）,（vii）。
2）国際収支マニュアルの正式名称は，第 5 版までは The 
Xth edition of the Balance of Payments Manual（X
は，版番号）であった。現行の第 6 版では，IIP を重視
する体系の考え方を反映し，名称が The sixth edition 
of the Balance of Payments and International In-
vestment Position Manual に変更された。以下，本稿
では国際収支マニュアルの略号を BPM とし，後に版番
号を付す（例えば，現行の 6 版は BPM6）。
3）2018 年度の会合は 2018 年 10 月 24 ～ 26 日にワシン





具体的・実務的事項を纏めた Compilation Guide を作
成・公表している。






経て 2004 年 2 月に 176 ページにわたる AO が完成し，
広くコメントを収集するために IMF の HP で公表され









め，マニュアル名称を従来の “Balance of Payments 
Manual” から，より広い領域に関わることを含意する
“International Accounts Manual” へ変更することが
議論された。
8）ISWGNA は，Inter-secretariat Working Group on 
National Accounts の略。SNA に関する事項を協議する，
国連統計部，IMF 等の国際機関代表者から構成される
ワーキング・グループ。詳しくは ISWGNA に関する国
際 連 合 統 計 部 の website を 参 照（https://unstats.un-
.org/unsd/nationalaccount/iswgna.asp）。
9）BOPCOM での議論の概要，各論点の検討状況等につい
ては，International Monetary Fund ［2016a］，［2016b］，
［2017a］，［2017b］，［2018a］，［2018b］ を参照。
10） い ず れ も IMF website の IMF Committee on Bal-




plate on International Reserves and Foreign Curren-












graph 5.104 に よ れ ば 全 額 長 期 負 債 と な る が，para-






等 の 9 項 目 を research agenda と し て 規 定 し て い る
（BPM6 paragraph 1.43）。今回纏めた research agen-
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ループ（Direct Investment Technical Expert Group: 
DITEG）では，国際会計基準を踏まえて，10％基準か
ら 20％基準への変更を提言した。ところが，DITEG の
上位機関（BOPCOM と共同）である OECD の国際投資
統計ワーキング・グループ（Working Group on Inter-




われる）。DITEG は，2004 年の BOPCOM に同様に直
接投資基準の変更を求める提言を提出したが，BOP-
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